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項目 Before（均圧弁制御） After（個別流量制御システム）

バーナ前
燃焼機器

燃料 COG 13A

ゾーン数 3ゾーンで制御 6ゾーンで制御（最大33ゾーンまで可能）

実効空気比 1.1～1.3 1.05～1.08

燃料消費量(※同一処
理時の実測値）

623m3N 577m3N
燃料消費量
７%削減

実際の事例

均圧弁制御→個別流量制御システムに変更した事例

※カバー型熱処理炉での燃料転換及び制御更新事例



項目 Before (均圧弁制御) After (ICCシステム)

ゾーン数 ゾーンごとのみ
最大バーナ本数までのゾーン分けが可能
自動温度設定対応可能

燃焼制御状況 蓄熱体詰まり→バランス悪化
全バーナ流量制御
→最適m値キープ

電力使用量 ターンダウン：小 最小使用量までの低減が可能

従来型
加熱炉

ICC
加熱炉

ゾーン毎にバーナ制御

天井にヘッダーが集中

蓄熱体個別監視不可

ターンダウン「小」

バーナ毎に個別制御

天井スッキリ

蓄熱体個別監視対応

ターンダウン「大」

※WB連続加熱炉オイルリジェネ→ガスリジェネ改造工事実績

実際の事例

燃料消費量
5～15%削減

リジェネバーナでのICCシステム採用事例
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実際の事例

間口リンテルの無水化 …炉体移動式加熱炉などのバッチ式加熱炉

項目 Before After

概要

水冷損失(kcal/年) 531,144,000 0

熱損失(kWh/年) 617,609 0

CO2(ton/年) 127.0 0

不定形耐火材+水冷装置 高断熱ブロック（水冷装置なし）

※60ton/chバッチ炉。使用温度：1,280℃

LNG換算
→53,000m3

以上削減



実際の事例

仕切り壁の無水化 …連続加熱炉

項目 Before After

水冷損失(kcal/年) 199,950,000 0

水冷損失(kWh/年) 232,500 0

CO2(ton/年) 47.8 0

※60t/hWB加熱炉。抽出温度：1,250℃

LNG換算
→20,000m3

以上削減



実際の事例

ハースローラの無水化 …ローラハース式熱処理炉

※ローラハース式 パイプ熱処理炉。能力：1844kg/h。使用温度：1,060℃

項目 Before After

熱損失(kcal/年) 1,223,460,000 13,460,000

熱損失(kWh/年) 1,422,628 15,651

CO2(ton/年) 392.9 4.3

▲1,210,000,000
kcal

▲1,406,977kWh

▲388.6ton

ローラハース式熱処理炉（耐熱鋼ローラを使用）



耐熱鋼ローラの使用に加え、製品の抽出時以外はローラを炉外待機

させることにより、水冷損失を低減します。

炉外

炉壁面まで後退

類似事例：
抽出ローラ水冷損失低減 ・・・ウォーキングビーム式加熱炉



実際の事例

ワイヤードブランケットの無水化(炉内スキッドビーム、ポスト断熱強化)・・・・連続加熱炉

※60t/h WB加熱炉。抽出温度：1,250℃

項目 Before After

水冷損失(kcal/年) 3,843,750,000 2,720,650,000

水冷損失(kWh/年) 4,469,477 3,163,547

CO2(ton/年) 919.0 650.5

▲1,123,100,000
kcal

▲1,305,930kWh

▲268.5ton
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稼働日非稼働日

実際の事例

Before
燃焼時：開

非燃焼時：閉

After



リジェネバーナイメージ

セルフリジェネバーナ

自己排熱回収型バーナ

手法4

マルチポートリジェネバーナ（特許取得）



項目 Before After

バーナ 冷風バーナ リジェネバーナ

燃料 灯油 都市ガス13A

メンテナンス性 狭い炉内での作業であり困難 炉床が下がる為、メンテナンスしやすい

ハンドリング 人力作業(酷暑重労働) ロボットによる自動搬送

オペレータ 炉前に1人 無人運転

制御 手動 全自動

炉内温度 1,350℃ 1,310℃

燃料使用量(kWh/年) 5,633,120 3,761,066

年間CO2発生量(ton/年) 1,416 749

実際の事例

30％削減

47％削減

ロータリー式加熱炉におけるリジェネバーナを採用した燃料転換工事



項目 Before After

バーナ 冷風バーナ（側壁） レキュバーナ（天井） REKUMATバーナ

燃料 A重油 LNG

耐火物 耐火断熱煉瓦 生体溶解性ファイバー

燃料原単位(kWh/ton) 1,004 643

温度精度 偏差41℃ 偏差19℃

年間燃料使用量(kWh/年) 7,733,853 4,950,312

年間CO2発生量(ton/年) 2,043 950

実際の事例

36％削減

22％削減

36％削減

53％削減

自己排熱回収型バーナの使用事例

熱交換器を内蔵した自己排熱回収型バーナの採用に加え、耐火材をより高機能なものに交換することで

燃料使用量・CO2発生量を低減でき、さらに温度精度も向上しました。

年間CO2発

生量

(ton/年)

2,403 950

温度精度 偏差41℃ 偏差19℃

燃料使用量

(kWh/年)
7,733,853 4,950,312

燃料 A重油 LNG

耐火物 耐火断熱煉瓦 生体溶解性ファイバー

Before After

バーナ 冷風バーナ 自己廃熱回収型バーナ

36% DOWN

53% DOWN

Before After

自己排熱回収型バーナの使用事例

熱交換器を内蔵した自己排熱回収型バーナの採用に加え、耐火材をより高機能なものに交換することで

燃料使用量・CO2発生量を低減でき、さらに温度精度も向上しました。

年間CO2発

生量

(ton/年)

2,403 950

温度精度 偏差41℃ 偏差19℃

燃料使用量

(kWh/年)
7,733,853 4,950,312

燃料 A重油 LNG

耐火物 耐火断熱煉瓦 生体溶解性ファイバー

Before After

バーナ 冷風バーナ 自己廃熱回収型バーナ

36% DOWN

53% DOWN

Before After

トンネル式炉における自己排熱回収型バーナを採用した燃料転換工事
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項目 Before After

概要
側壁の耐火材厚さ450mm。
アンカーレンガ部分の断熱が悪く、部分的に表面
温度があがる。

ケーシング外面に断熱塗料を塗装。
※厚く塗るほど効果は高いが、ケーシング、アンカー金物の
などの温度上昇に注意必要。

表面温度 150℃ 90℃

放散熱量
(kcal/h・m2)

1300 650

CO2(ton/年) 197.4 98.7

断熱塗装シート 断熱塗料

その他の事例

断熱塗装 ・・・全炉種

※バッチ式鍛造加熱炉。炉内温度：1,250℃、リジェネバーナ、該当表面積100m2 、年間操業時間6000h

60％削減

650kcal/
h･㎡削減

98.7ton削減



項目 Before After

概要
(Before/After)

エネルギー使用(kW)
操業時 362 356

保持時 93 82

年間エネルギー使用量(kWh/年) 2,132,780 2,060,920

CO2(ton/年) 432.9 418.3

その他の事例

汲出室の開口部に蓋を設置 ・・・・アルミ溶解炉、保持炉

1.6％削減

12％削減

3.4％削減

3.4％削減

汲出し室の開口部に蓋をつける
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